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令和4年度浜郷小学校卒業証書授与式を挙行いたしました。

あたたかな日差しに包まれ、日毎に春の訪れが感じられる3月 17日

に、令和4年度浜郷小学校卒業証書授与式を挙行いたしました。そ して、

47名の卒業生が立派に浜郷小学校を巣立っていきまじた。

新型コロナウイルス感染症もようやく終息が見え始めましたが、今年度

も卒業式には来賓の皆様にはご出席いただけず、在校生も参加しない形で

の実施となりました。しかし、会揚には在校生からのメッセージや壁面飾

りが掲示され、在校生からの卒業生に向けたお祝いの気持ちは十分に伝わ

ったと思います。

カ強く決意を述べ、卒業証書を受け取る卒業生の表情は、中学校生活への希望、小学校六年間の成

長が感じられ、とても輝いて見えました。3年ぶりにマスクを外しての卒業証書授与となりましたの

で、言葉は述べず、アイコンタクトを通じて6年間の頑張りに賞賛の思いを込めて、一人ひとりに卒

業証書を手渡しました。

6年間という年月は卒業生の子ども達にとって人生の半分であり、子ども達はその期間を浜郷小学

校でたくさんのことを学び経験しながら、大きく成長してくれました。3年生の年度末あたりから、

新型コロナウイルス感染症の影響が出始め、小学校生活の約半分は今までの当たり前が通用しない新

しい生活様式での学校生活となりました。たくさんの我慢の連続であったことと思いますが、それで

も、子ども達はいつも元気で、顔 を合わぜると笑顔で答えてくれていました。

私はこの卒業という新しい門出の時に、卒業生のみんなに、「自分は運がいい」と思える人でいてほ

しいということを伝えました。新型コロナウイルスに振り回される時を過ごさなけれぱならなったこ

とは 「運が悪かった」と捉えられなくもありません。でも、みんなの我慢は、直接ではないにしても

何らかの貢献につながったはずです。また、当たり前の日常が実はとても大切だったということに気

付くこともできたのではないでしょうか。「自分は運がいい」と思える人は、あらゆることを、ポジテ

ィブに考えられる人、うまくいったときは、「おかげさま」と周りの人に感謝できる人、うまくいかな

かったときには、次につながる考え方ができる人のことです。これからの人生、つらいことや心が折

れてしまいそうなこともあるでしょう。でも、自分の心次第で、運のいい人にもなれるし、運の悪い

人にもなるのです。巣立ちゆく卒業生には、いつも前向きに物事を考え、4月からの中学校生活を元

気でたくましく切り拓き、幸運な人生を歩んでほしいと願っています。そ して、次に宗う時もきっと

笑顔であることを信じています。    ・1   、,,



6年生が奉仕作業をしてくれました。

卒業式を週末に控えた3月13日 (月)、6年生の子とも達が奉仕作業

をしてくれました。

この、日は風が強く、少し寒の戻りのある肌寒い日でした。運動揚では溝

に溜まった土をスコップですくい出してくれていました。前日に雨が降ったので水もたまっていてと

ても大変な作業だったことと思います。校舎内では、各教室で使っている給食の配膳台を、洗剤を使

って丁寧にゴシゴシとこすってくれていまレた。日々の汚れが付いて黒すんでいた配膳台も 6 年 生

のおかげでピカピカに。まるで新品のようになりました。体育館に行ってみるとギャラリーに上がっ

て、溜まったほこりをはいて絢麗にしてくれていました。

6年間を過ごした浜郷小学校にミ感謝の気持ちを込めて掃除をしてくれた6年生。どの子の顔もみ

んな笑顔で、本当に気持ちよく作業をしてくれました。

浜郷小学校に代わってお礼を言います。「大事に使ってくれて、きれいにしてくれてありがとう! !」

アー ト!

卒業式前日には、朝から6 年 生の子ども達が自分の教室の黒板に一生懸命メッセージを残してい

まレた。今までは在校生が黒板にお祝いメッセージを描くことが多かったのですが、今年は少レ違っ

たようです。A・Bそれぞれのクラスで絵の得意な子たちを中心に黒板アートに取り組んでいました。

そして、放課後6年生の教室に入ってみると見事な黒板アートが残されていました。

6年生の子ども達にとってまさに最後の授業であったのだと思います。


